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色の性格を知れば、自分の思いを　　　　緑　　　紫　　　　赤紫　　黄

もっと相手に伝えることができるよ。　　　　①　　　　　　　　②

◆色の３原色

　雑誌やポスターなどは、どんな色も赤青黄でできています。

これが①「色の三原色」です。テレビやビデオは、

②「光の三原色」で全ての色を表しています。

◆色の不思議　　　　　　　　　　　　　　　  　　黒　　　 　橙　　白　　　　　　 青

①明度（めいど）対比・・明るい色は、暗い色の中で一層明るく見える効果です。例えば、部屋の電気は、外が暗くなればなるほど明るく感じるでしょう。

②色相（しきそう）対比・・組み合わせた色によって、実際の色とは違って見えること。組み合わせた色がかけ離れているほど、はでに見えます。例えば、青とピンク、緑と赤など。
③彩度（さいど）対比・・鮮やかな色の中で色は、くすんで見え、渋い色の中では、鮮やかさを増す効果です。引き立てたい色の周りを、渋くするといいですよ。
④ブラックマジック・・黒は、色味（いろみ）を強める効果があります。例えば、強い赤を出したいと思ったら黒を少し加えたり、周りを黒でふちどったりすると、目立ちます。
◆色の性格

1 暖かい色・熱い色・・赤、橙、朱、山吹、黄　

太陽や火を連想するのか、暖かい感じがしますね。＜赤系統の色＞

2 寒い色・冷たい色・・群青（ぐんじょう）、青、露草

水を連想させて、不思議とひんやりしますね。＜青系統の色＞

3 暖かくも冷たくもない色・・紫、スミレ、黄緑、萌黄（もえぎ）　

中間の感じなので、中性色・中間色といいます。＜紫や緑系統の色＞

4 大きく見える色・太って見える色

淡い色、明るい色は太って見えます。また、暖かい色は大きく見えます。特に白色。

5 小さく見える色・細く見える色

青などの寒い色や暗い色で、特に細く長く見せたい時は、黒色。

6 近くに見える色

暖かい色や強い色（例えば赤色）は、近くに感じます。

7 遠くに見える色

寒い色や淡い色は、遠くに感じます。なんと、青い車は事故率がトップ!!　ついで、緑、灰色。

8 重い色と軽い色

暗い色は重く、明るい色は軽く感じます。広い感じを出したい時は、軽い色を上にもっていくのがポイントです。そして、重く感じるかどうかは、色の濃い薄い、明暗、くすみと冴え（さえ）。色の違いによっても影響があります。例えば、黄と緑では黄の方が軽く感じる。

9 柔らかい色と硬い色

色が濃くて暗いほうが硬い感じがします。形にも関係あります。角ばった形よりも丸い形の方が柔らかい感じがします。　　

君もカラーコーディネーター


自分の表現が引き立つように、色の使い方について学ぼう。
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